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研究成果の概要（和文）：簡約代数群に対して様々な形で定義される保型形式に付随する保型L-函数が持つ数論
的性質について, 古典的 (複素解析的) 保型形式論とp進解析的保型形式論の双方に基づく多角的視点から研究
を行った. 例えば, Siegel Eisenstein級数およびDuke-Imamoglu-池田リフトと呼ばれる分裂斜交群, あるいは,
 準分裂ユニタリ群に対して定義される保型形式に対して, p進解析族およびΛ進保型形式を構成し, それらを通
して, 標準的L-函数が持つp進的性質について研究を行った. 

研究成果の概要（英文）：For certain automorphic forms on reductive algebraic groups and associated 
L-functions, in particular, the so-called Siegel Eisenstein series, Duke-Imamoglu-Ikeda lift and 
standard L-functions for the symplectic and unitary groups, the p-adic aspects of them have been 
studied from various viewpoints arising out of the theories of classical and p-adic automorphic 
forms. More precisely, by constructing p-adic analytic families of the above-mentioned automorphic 
forms and the Lambda-adic forms, we study the p-adic standard L-functions for the symplectic and 
unitary groups. 

研究分野： 整数論
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１．研究開始当初の背景 
  
 
簡約代数群に対して定義される保型形式

（automorphic forms）が, 付随する保型
L-函数や保型 Galois 表現等の概念を介し
て, 整数論や数論幾何学における様々な問
題を考える上で重要な役割を担うものであ
るということは, 有理数体上の 2次一般線
型群の場合における保型形式と楕円曲線の
間のEichler-志村同型を介して実際に得ら
れた数々の応用例等によっても広く知られ
ており, 更に一般の簡約代数群に対する保
型形式の場合についても, 所謂 Langlands
予想の枠組みにおいて, その重要性が示唆
されている. 従って, 高次の簡約代数群に
対して, 様々な保型形式に付随する保型L-
函数や保型 Galois 表現が持つ数論的性質
を明示的な形で明らかにすることは, 将来
的な応用の可能性を高める意味でも極めて
重要な課題であるといえる. その中でも,
高次の簡約代数群に対して定義される保型
形式や保型 L-函数が持つp進的性質に関す
る研究は, 例えば, 岩澤-Greenberg主予想
や Gross-Stark 予想, Bloch-加藤予想等へ
の寄与を目的として, 近年活発に行われて
いるものである（cf.[1],[2],[3],[4]）.  
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２．研究の目的 
  
 
 本研究は, 2 次一般線型群の場合からの
自然な一般化として, 分裂斜交群（split 
symplectic group）, 準分裂ユニタリ群
（quasi-split unitary group）と呼ばれる 
高次の簡約代数群に対して定義される保型
形式が持つ数論的性質について, 古典的 
（複素解析的）な保型形式論と p進解析的
な保型形式論の双方に基づく多角的視点か
ら，明示的な記述を与えることを目的とし
て実施されたものである.  
 
例えば, 上述の 2つの簡約代数群に対し

て, 古典的保型形式論に基づいて一般的に
定義される, Siegel Eisenstein 級数と呼
ばれる非尖点的保型形式やDuke-Imamoglu-
池田リフトと呼ばれる 2次一般線型群から
の Langlands 函手的持ち上げによって得ら
れる尖点的保型形式（cf. [5],[6]）に対し, 
それらを p進解析的に補完する概念である
p進解析族（p-adic analytic family）や
Λ進形式（Λ-adic form）と呼ばれるもの
を介して, 付随する標準的保型L-函数の特
殊値および保型 Galois 表現の性質につい
て調べることで, 古典的保型形式論と p進
解析的保型形式論の双方において幾つかの
新しい結果が導出されると考えられる. ま
た, このような特殊な保型形式に関する結
果を基に, より一般の保型形式に付随する
保型 L-函数や保型 Galois 表現が持つ性質
を明らかにすることや, 整数論や数論幾何
学における諸問題を解決するための鍵とな
るべき知見を得ることが, 本研究の主たる
目的である.  
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３．研究の方法 
 
 
 まずは, 分裂斜交群の場合において, 
Siegel Eisenstein 級数と呼ばれる非尖点
的保型形式およびDuke-Imamoglu-池田リフ
トと呼ばれる尖点的保型形式に対して, そ
れらを p進解析的に補完する p進解析族, 
Λ進形式を具体的に構成し, N. Katz 氏や
肥田晴三氏等によって確立された手法を用
いて, それらに対応する p進測度を構成す
る. これにより, 上述のような保型形式に
対する p進（保型）L-函数の雛形となるべ
き p進解析関数の一般形が得られることと
なり, これを更に特殊化することで, 保型
L-函数の特殊値について明示的考察を与え
る. また, 虚 2次体上に定義された準分裂
ユニタリ群の場合にも, 分裂斜交群の場合
と同様に, Siegel Eisenstein 級数や池田
リフトと呼ばれる保型形式を補完するよう
な p進解析族, Λ進保型形式から定まる p
進測度を特殊化することによって, 保型L-
函数の特殊値について調べることが可能で
ある.  
 
 
４．研究成果 
 
 
 2 次一般線型群の場合に A. Wiles 氏や肥
田晴三氏等によって定式化されていたΛ進
Eisenstein級数や尖点的Λ進形式からの自
然な一般化として, 有理数体上に定義され
た分裂斜交群および虚 2次体上に定義され
た準分裂ユニタリ群の場合にΛ進 Siegel 
Eisenstein 級数,Λ進 Duke-Imamoglu-池田
リフトと呼ぶべきΛ進形式を具体的に構成
することができた. より具体的には, 古典
的保型形式論に基づいて一般的に定義され
る上述のような保型形式および適当な素数
pに対して, p-安定化 (p-stabilization) 
と呼ばれる p進的な正規化を施し, それら
の Fourier 展開を実際に p進解析的に補完
するような高次の p進解析族やΛ進形式を
久保田-Leopoldt の p進 L-函数や岩澤函数
等の既存の p進解析関数を用いて具体的に
構成した（cf. [7],[8]）. 尚, これらの研
究結果は,4次分裂斜交群の場合に C. 
Skinner 氏と E. Urban 氏による 2次元の保
型 Galois 表現に付随する Selmer 群の研究
（cf. [4]）において得られていた結果の一
般化と呼ぶべきものであり, 将来的に, よ
り高次の Selmer 群の研究に応用されるべ
きものである.また, これは後述の通り, 
池田保氏によって定式化されていた
Duke-Imamoglu-池田リフトの構成法（cf. 
[5]）の拡張を可能とするものでもある. 
 

尚, 虚 2次体上に定義された符号(2,2)の
準分裂ユニタリ群の場合に本研究によって
得られた尖点的保型形式の p進解析族と本
質的に同質の p進解析族が T. Berger 氏と
K. Klosin 氏の共同研究によって若干異な
る議論を用いて構成されている（cf. [9]）.  
 
また, 上述のΛ進 Siegel Eisenstein 級数
から自然に定まる p進測度 (所謂，p進
Siegel Eisenstein 測度) を特殊化するこ
とによって, 近年, Z. Liu 氏や E. Eischen
氏, M. Harris 氏, J. Li 氏, C. Skinner
氏等の先行研究（cf. [10],[11]）において
も得られていた標準的 p進 L-函数が, より
具体的な形で(再)構成可能であることが確
かめられた. 実際, 上述の先行研究と同様
に, 古典的保型形式論における標準的保型
L-函数の引き戻し公式 (pull-back 
formula) の p 進類似として, p 進 Siegel 
Eisenstein測度から, 古典的保型形式に付
随する標準的 L-函数の特殊値を p進解析的
に補完するような p進 L-函数 (すなわち, 
標準的 p進 L-函数) が構成することができ
るのだが, 本研究により, 先行研究では取
り扱われていない自明な指標に対応する特
殊化についても取り扱うことが可能となっ
た. 
 
また,上述の結果からの応用として（池田氏
によって特定の条件下で定式化されてい
た）Duke-Imamoglu-池田リフトと本質的に
同じ Langlands 函手性を持つような保型形
式を, より一般的な形で具体的に構成する
方法が得られた. 従って, このことから, 
桂田英典氏との共同研究の結果として既に
得られていたDuke-Imamoglu-池田リフトの
周期公式（cf. 後述の項目 5 (1)）の一般
化と呼ぶべき尖点的保型形式の周期公式が
導出されることも明らかとなった. 尚, こ
の結果については, 現在執筆中の論文によ
って発表予定である.  
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